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分子細胞生物学研究所の白髭克彦所長 による研究倫理セミナーの様子

年 9月第 1週に催される本学イベン
ト「研究倫理ウィーク」の一環とし

て，理学部・理学系研究科では 2017年 9

月 20日（水）に「研究倫理セミナー」を
開催した。分子細胞生物学研究所・白髭克
彦所長にお越しいただき，御講演いただ
いた（講演タイトル「倫理と科学する心」）。
分子細胞生物学研究所では，この数年の間
に二件の論文不正問題が起き，マスコミも
大きく取り上げた。事態は深刻で，同じ
生命科学研究者としてきわめて遺憾に思
う。研究所に課せられた喫緊の課題のひと
つは， 「過ちを二度とくりかえさない」こ
とであろう。実際，論文に用いた実験結果
はすべて研究所のサーバーへのアップロー
ド，保管を義務付けるなど，先導を切って
さまざまな取り組みがなされている。不正
をしない，不正から程遠い研究者ほど，当
人にとって無益な（不正を防ぐための）取
り組みに時間を費やさなくてはならないと

いう事実は皮肉としか言いようがな
い。負担がこれ以上増えないこと，
そして今の取り組みが問題解消に十
分生かされることを切に願う。白髭
所長の「不正のある研究は再現性の
ない研究に含まれる。再現性に関し
て高いスタンダードが課せられるべ
き」という言葉には大いに賛同でき
た。また，「罰（punishment）と噂
話（gossip）が不正の抑止力になる」
という，人間味溢れる，粉飾のない
意見にもうなずけた。研究の integrity*を

守るため，拝金主義，拝NCS**主義に陥ら
ない様，各研究者が精神を戒めることの重
要性を再認識する良い機会になった。

毎
塩見 美喜子（研究倫理推進室 理学系研究科委員／生物科学専攻 教授）

研究のintegrityを守る：再現性，抑止力，科学する心

09

安田講堂での学位授与の様子。写真上は張 進さん，下は
大屋 瑶子さん，手前後姿は五神真総長。（写真：尾関裕士）武田研究科長（中央）と総代の張 進さん（左）と大屋 瑶子さん（右）
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施された。理学系研究科・理学部からは武
田洋幸研究科長・学部長と，理学系研究科
総代として張 進（チャン ジン）さん （天文

017年度の学位記授与式・卒業式が
2017年9月15日（金）に安田講堂で実

広報誌編集委員会
祝 2017年度秋季学位記授与式・卒業式

学専攻修士） ，大屋 瑶子さん （物理学専攻
博士） が壇上に立った。
　また，小柴ホールにて博士課程および修
士課程の学位記授与式が行われた。
　卒業・修了されたみなさんに心からお祝

いを申し上げます。みなさんが今後，世界
の学術研究の進展に一層貢献することを期
待いたします。

 * integrity=高潔な，誠実な，そして不正のない完全
な状態
**NCS主義 = Nature, Cell, Science といった科学界の
トップジャーナル。インパクトファクターがひじょ
うに高く，これらの雑誌に論文が掲載されると質の

高い・優秀な研究者として認められる傾向がある。
大きな研究費の獲得につながる可能性も高い。よっ
て，多くの研究者がこれらの雑誌に論文が掲載され
ることを夢見るが，インパクトだけを狙ったあまり
身のない論文や，誇張しすぎた，ときには誤った見
解を含む論文が掲載される，いわゆる「再現性の低
い論文」が少なからずあるのも事実である。不正を
してまで論文を掲載させようとする研究者も出現す
るため，社会的・倫理的問題となっている。


